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災 害 概 況 の ま と め   
                         (※注：以下の増減数値は、昨年同期比を示します。) 

Ⅰ 火災概況  

  平成２８年中の火災件数は、１１８件で前年に比べ２４件の増加となりました。 
  建物火災は６件増加し、林野火災は５件増加、その他火災については１２件の大幅な増加と

なりました。 
建物火災は、５６件の発生件数があり全体の４７％を占め、２月、１０月に各８件、４月に

７件発生しています。 
火災件数は増加しましたが、焼損床面積は２４％減少しています。損害額は約１３，５００

万円で前年に比べ約７，４００万円（３５％）の減少となりました。建物火災１件当たりの損

害額は、前年に比べて約４３％の減少となっています。 
 火災による死者は平成２４年より平成２７年までは減少し、平成２７年中は死者の発生はあ

りませんでしたが、２８年中は４人の死者が発生しています。 
負傷者は２０人で、前年より１０人の増加となりました。負傷者のうち１４人が建物火災に

より発生しています。 
住宅用火災警報器の設置義務化後、住宅用火災警報器が作動し早期に火災に気づいた事例、

火災にいたらなかった事例が年々増加しています。 
今後とも住民の皆様に対する日頃からの出火防止の啓発、万一火災が発生した場合に延焼拡

大を防ぐための防炎製品の普及、初期消火のための住宅用消火器の紹介、並びに住宅用火災警

報器が未設置である住宅に対する設置推進、適切な維持管理の周知及び経年劣化した住宅用火

災警報器の交換の推進について広報活動をしていくことが重要と考えます。 

Ⅱ 救急概況 
  救急出動件数は１０，６５４件(２９１件の増・＋２．７％)、救急搬送人数は１０，１０９

人(３３７人の増・＋３．３％)で、ともに過去最多となっています。 

事故種別ごとの出動件数は、急病６，６９３件(６２．８％)と半数以上を占め､次いで一般

負傷１，３８５件（１２．９％）、転院搬送１，２４７件(１１．７％)、交通事故８７５件(８．

２％)の順となっています。 

  年齢別の搬送人数は、６５歳以上の高齢者が６，２９２人(６２．４％)と全搬送人数の６割

以上で今後も少子高齢化の進展に伴い更に割合が増加することが予測されます。 

  救急現場では早期の応急手当が救命のチャンスを拡大しますので、住民への心肺蘇生法の普

及やＡＥＤの設置が必要不可欠です。 

Ⅲ 救助概要 
  救助出動件数は１８３件(１９件の減・－９．４％)、救助活動件数は１３５件(２件の増・

＋１．５％)となっています。また、救助人員は１０４人(１３人の減・－１１．１％)です。 

  事故種別ごとの救助出動件数は、交通事故が８４件(４５．９％)と最も多く、次いで、火災

が２９件(１５．８％)、その他の事故が３８件(２０．８％)、水難事故が１８件(９．８％)、

建物等による事故が８件(４．４％)、風水害による事故４件(２．２％)、機械による事故が２

件(１．１％)となっています。 

救助人員では交通事故が最も多く５１人(４９．０％)、次いでその他の事故２９人（２７．

９％）、水難事故が１５人(１４．４％）、建物等による事故が３人（２．９％）、火災が２人(１．

９％)、風水害による事故が２人（１．９％）、機械による事故が２人(１．９％)の順となって
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います。 

  年々、風水害等の規模が大きくなり、甚大な被害が各地で発生しています。被害を最小限に

するためには、県内外の消防機関、医療機関、防災機関、国、県及び市町村などとの日頃から

の迅速な連携活動が必要不可欠と考えています。 

Ⅳ １１９番着信概況 

  平成２８年中の１１９番通報の着信件数の概況は、総着信件数が１４，３６５件で、昨年より３

８件（０．３％増）多くなっています。事故種別ごとの着信件数を見ますと、「火災通報」１８０件

（１．３％）、「救急通報」１０，２０６件（７１．０％）、「救助通報」１０３件（０．７％）、「警

戒通報」１５８件（１．１％）、「問合せ」８０８件（５．６％）、「間違い」７７８件（５．５％）、

「悪戯」５２件（０．３％）、「訓練等」２，０８０件（１４．５％）でした。総着信件数のうち、

火災、救急、救助の災害通報は、１０，４８９件で全体の約７３％を占めています。 
  電話種別ごとに着信件数を見ますと、固定・ＩＰ電話による通報は９，０６９件（６３．１％）、

携帯電話による通報は５，２９６件（３６．９％）でした。固定・ＩＰ電話からの通報の減少、携

帯電話からの通報は増加傾向にあります。 
火災、救助、警戒といった屋外で発生、または発見される災害では、携帯電話による通報比率が

約６５％と高く、自宅や屋内などで発生することが多い救急通報は、固定・ＩＰ電話による通報比

率が約６４％と高くなる現象が見られます。 

携帯電話からの１１９番通報では、災害発生場所の確定に時間を要する場合がありますが、統合

型位置情報通知システムの導入によりＧＰＳ機能を備えた携帯電話からの通報は、おおよその位置

情報の把握は可能となりました。しかし、機種によっては位置情報の把握が困難な場合もあります。 
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Ⅰ 火災概況 

(平成２８年１月～１２月) 

１ 火災の現況と最近の動向 

この１０年間の出火件数をみると、７６件を記録した平成２２年以降増加

傾向となっていましたが、平成２５年から平成２７年にかけて減少傾向とな

っています。平成２７年は、この１０年間で２番目に少ない９４件の火災が

発生しましたが、平成２８年の火災件数は１１８件で２４件（２５．５％）

の増加となりました。 

また、平成２８年の火災による死者は４人で、過去１０年間の平均は、４．

３人となっています。   
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別図Ⅰ－１ 火災件数の推移と傾向図  
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別表Ⅰ－１ 火災統括表 
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２ 出火状況 

                                       

     

 

 

（３）その他火災は３月と５月に多く発生 

  月別の火災種別ごとの出火件数をみると、その他火災については５月がも

っとも多く８件。３月及び７月に各７件発生しています。 

建物火災は毎月発生していますが、特に、２月と１０月の８件が最多でし

た。 （別図Ⅰ－３参照） 
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別図Ⅰ－２ 火災種別ごとの件数と構成比率 

（１）建物火災は火災全体の４７％ 

総出火件数１１８件につい

て、その構成比率をみると、建

物火災が全体の４７％で最も高

い比率を占め、その次にその他

火災が４２％となっています。 

（別図Ⅰ－２参照） 

 

（２）建物火災による損害額は減少 

建物火災の損害額は前年比の

約３６％減少し、１件当たりの

損害額も約４３％減少となりま

した。焼損床面積は減少しまし

たが、焼損表面積は増加してい

ます。 

 

別図Ⅰ－３ 月別の火災種別ごと出火件数 
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（４）市町村別火災状況 

   火災件数を市町村別でみると、米子市が最も多く６２件（５３％）、次い

で大山町の１６件（１４％）、境港市１３件（１１％）となっています。最

も少なかったのは日吉津村の１件（１％）でした。  

   （別図Ⅰ－４、別表Ⅰ－３、別表Ⅰ－４参照）                   

 

 

 
３ 火災による死傷者の状況 

 （１）死者の状況 

火災による死者数は前年は０人でしたが、今年は４人でした。 

 （２）負傷者の状況 

    負傷者は２０人で、前年に比べ１０人（１００％）増加しました。負

傷者のうち１４人が建物火災で発生し、また、その他火災でも４人が発

生しています。（別表Ⅰ-２参照） 

 

別表Ⅰ－２火災種別死傷者発生状況 
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別図Ⅰ－４ 市町村別火災件数と構成比 
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４ 出火原因 

  出火件数１１８件の出火原因を見ると、たき火２３（１９％）件ともっと

も多く、配線器具１０件（８％）、次いで、たばこ９件（７．６％）、電気機

器及び放火の疑いが各５件（４％）、となっています。 

  建物火災の主な原因をみると、たばこ７件、電気機器５件、配線器具４件

となっています。   （別図Ⅰ－５参照） 
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Ⅱ 救急概況 
（平成２８年１月～１２月） 

 

 １ 救急出動件数、救急搬送状況 
    平成２８年中の救急出動件数は、前年に比べて２９１件増の１０,６５４

件、搬送人員は３３７人増の１０，１０９人で、件数、人員ともに過去最多

となりました。 

               （別図Ⅱ－１、Ⅱ―２、Ⅱ―３参照） 
 ２ 市町村別救急活動状況 
    境港市、南部町、日南町は減少し、他市町村では増加となりました。特に

米子市の出場件数、搬送人員が大幅に増加となりました。 
（別図Ⅱ―４参照） 

 ３ 傷病程度別搬送状況 
   傷病程度別の搬送人員では、中等症が５，２５１人（５１．９％）で最も

多く、次いで軽症が３，５５１人（３５．１％）となっています。 
（別図Ⅱ―５参照） 

 ４ 年齢別搬送状況 
   年齢別の搬送人員では、６５歳以上の高齢者が６，２９２人（６２．２％）

と最も多くなっています。 
（別図Ⅱ―６参照） 

 ５ 署所別救急活動状況 
   署所別では、米子消防署の出動件数及び搬送人員がそれぞれ３，６７６件

（３６．４％）、３，４４１人（３４．０％）と最も多くなっています。 

                              （別図Ⅱ―７参照） 
 ６ 月別救急活動状況 

月別の出動件数は、１２月が９８７件（９．３％）、続いて７月の９５４

件（９.０％）となっています。 

搬送人員は、１２月が９２９人（９．２％）で最も多く、続いて７月の８

９８人（８．９％）となっています。 
（別図Ⅱ―８参照） 

 ７ 現場到着所要時間、収容所要時間 
平均現場到着所要時間は７分４８秒で昨年より６秒増加し、平均収容所要

時間は３７分１２秒で前年より１２秒増加しました。 
（別図Ⅱ―９、Ⅱ―１０参照） 

 ８ 応急手当実施状況   
心肺停止傷病者２８７人のうち、家族等により応急手当を受けた人は、１

４３人（４８．８％）でした。 
（別図Ⅱ―１１参照） 

 ９ 高度救命処置状況 
心肺停止傷病者２８７人のうち救急救命士の高度救命処置により、２９人

が回復されました。 
   （別図Ⅱ―１２、Ⅱ－１３参照） 
 10 救急講習件数の推移 

救急講習は毎年５００件以上の依頼があり、圏域住民の応急手当に対する

意識の高さがうかがえます。 

                （別図Ⅱ―１４、Ⅱ―１５参照） 

11 市町村別救急活動の推移 

                          （別表Ⅱ―２参照） 
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事故種別 火災 自然 水難 交通
労働
災害

運動
競技

一般
負傷

加害
自損
行為

急病
転院
搬送

その
他

計

出動件数 68 12 24 875 66 91 1,385 27 83 6,693 1,247 83 10,654

事故種別 火災 自然 水難 交通
労働
災害

運動
競技

一般
負傷

加害
自損
行為

急病
転院
搬送

その
他

計

搬送人員 11 13 10 918 64 90 1,342 26 69 6,326 1,239 1 10,109

火災

0.07% 自然

0.1%
水難

0.1%
交通

9.1% 労働

災害

0.6%
運動

競技

0.9%

一般

負傷

13.3%

加害

0.3%
自損

行為

1.2%

急病

62.6%

転院

搬送

12.4%

その他

0.03%

別図Ⅱ-２ 事故種別救急搬送状況

火災

0.6%
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水難

0.2%交通
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0.6%
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13.0%
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行為

0.8%

急病

60.5%

転院

搬送

11.7%
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0.8%

別図Ⅱ-１ 事故種別救急出動状況
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搬送人員 6,263 1,389 144 746 352 502 307 184 213 9
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別図Ⅱ-４ 市町村別救急活動状況
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程　　度 死　亡 重　症 中等症 軽　症 その他 合　計

搬送人員 144 1,154 5,251 3,551 9 10,109

新生児 乳幼児 少 年 成 人 高齢者 合 計

搬送人員 63 417 376 2,961 6,292 10,109

死 亡

1.4%

重 症

11.4%

中等症

51.9%

軽 症

35.1%

その他

0.1%

別図Ⅱ-５ 傷病程度別搬送状況
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成 人

29.3%

高齢者

62.2%

別図Ⅱ-６ 年齢別搬送状況
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米子 皆生 南部 伯耆 境港 弓浜 大山 中山 江府 生山

出場件数 3,676 1,949 590 588 1,363 737 660 367 401 323

搬送人員 3,441 1,867 557 566 1,304 704 619 361 383 307
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1,000
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2,500
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4,000

別図Ⅱ-７ 署所別救急活動状況

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 ８月 ９月 10月 11月 12月

出場件数 925 845 853 809 869 821 954 946 813 906 926 987

搬送人員 859 800 815 768 826 784 898 915 766 867 882 929

0

200
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1,000
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別図Ⅱ-８ 月別救急活動状況
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別図Ⅱ-９ 現場到着所要時間

別図Ⅱ-１０ 収容所要時間
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処置項目 食道閉鎖式 気管挿管 除細動
輸液

(CPA前輸液
含む）

薬剤 血糖測定 ブドウ糖投与

実施件数 121 42 22 159 74 162 14

別図Ⅱ-１１　応急手当実施状況

心肺停止傷病者数

287人

家族等により応急手当が
実施された傷病者数

１４３人
（49.83％）

家族等により応急手当が
実施されていない

傷病者数
１４４人

（50.17％）

循環機能回復

17人

(5.9%)

呼吸循環機能

回復

8人

(2.8%)
意識回復

4人

(1.4%)

変化無し

258人

(89.9%)

別図Ⅱ-１３ 医師引き継ぎ時の状況
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別図Ⅱ-１２ 高度救命処置件数
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平成２４年 平成２５年 平成２６年 平成２７年 平成２８年

その他講習件数 172 237 230 208 233

普通講習件数 332 338 324 324 313

上級講習件数 1 1 0 0 0

0

50

100

150

200

250

300

350

400

別図Ⅱ－１４ 過去５年間の救急講習件数推移

平成２４年 平成２５年 平成２６年 平成２７年 平成２８年

その他講習人員 4,250 5,825 6,934 2,138 5,839

普通講習人員 6,228 5,953 6,277 5,292 4,894

上級講習人員 4 4 0 0 0
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6,000

7,000

8,000

別図Ⅱ－１５ 過去５年間の救急講習人員推移
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Ⅲ 救助概況 
（平成２８年１月～１２月） 

１  事故種別救助出動状況 

救助出動件数は１８３件あり、そのうち交通事故が８４件（４５．９％）、火災が２９件

（１５．８％）、その他の事故が３８件（２０．８％）、水難事故が１８件（９．８％）、建物等

による事故が８件（４．４％）、風水害による事故が４件（２．２％）、機械による事故が２

件（１．１％）の順となっています。 

                                     （別図Ⅲ―１参照） 

２  事故種別救助活動状況 

救助活動件数は１３５件あり、そのうち交通事故が４６件（３４．１％）、その他の事故

が３５件（２９．７％）、火災が２９件（２１．５％）、水難事故が１５件（１１．１％）、建物等

による事故６件（４．４％）、風水害による事故が２件（１．５％）、機械による事故２件（１．

５％）の順となっています。 

                                          （別図Ⅲ―２参照） 

３  事故種別救助人員状況 

   救助活動により救助された人員は１０４人あり、そのうち交通事故が５１人（４９．

０％）と最も多く、次いでその他の事故が２９人（２７．９％）、水難事故が１５人（１４．

４％）、建物等による事故３人（２．９％）、火災が２人（１．９％）、風水害による事故２

人（１．９％）、機械による事故が２人（１．９％）の順となっています。 

                                          （別図Ⅲ―３参照）                                                                                                                                         

４  管轄別救助活動状況 

     消防署の管轄別に出動件数を見ると、米子消防署が９７件（５３．０％）と最も多く、

次いで大山消防署が４５件（２４．６％）、境港消防署が２３件（１２．６％）、江府消防

署が１８件（９．８％）の順となっています。 

（別図Ⅲ―４参照） 

５  市町村別救助活動状況 

   市町村別に救助活動状況を比較して見ると、出動件数、活動件数、救助人員とも

に、米子市が最も多く出動件数８２件（４４．８％）、次いで大山町が２８件（１５．３％）、

境港市が１８件（９．８％）、伯耆町が１４件（７．７％）等の順となっており、他米子道、

山陰道へも出動しています。 

（別図Ⅲ―５参照） 

６  月別救助活動状況 

    月別の救助出動件数を見ると、９月が２３件（１２．６％）と最も多く、次いで１月が２０

件（１０．９％）、４月が１９件（１０．４％）、３月・７月が１７件（９．３％）等の順となってい

ます。 

（別図Ⅲ―６参照） 
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事故種別 火災 水難 交通 風水害 機械 建物 ガス 破裂 その他 計

出場件数 29 18 84 4 2 8 0 0 38 183

事故種別 火災 水難 交通 風水害 機械 建物 ガス 破裂 その他 計

活動件数 29 15 46 2 2 6 0 0 35 135
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機械
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建物
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29.7%

別図Ⅲ-２ 事故種別救助活動状況
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別図Ⅲ-１ 事故種別救助出動状況
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事故種別 火災 水難 交通 風水害 機械 建物 ガス 破裂 その他 計

救助人員 2 15 51 2 2 3 0 0 29 104

米子消防署 境港消防署 大山消防署 江府消防署

出動件数 97 23 45 18

活動件数 69 20 33 13

救助人員 45 22 27 10
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別図Ⅲ-４ 管轄別救助活動状況

火災

1.9%

水難

14.4%

交通

49.0%
風水害

1.9%

機械

1.9%

建物

2.9%

ガス

0.0%

破裂

0.0%

その他

27.9%

別図Ⅲ-３ 事故種別救助人員状況
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米子市 境港市
日吉津

村
大山町 南部町 伯耆町 日南町 日野町 江府町 米子道 山陰道

出動件数 82 18 2 28 5 14 7 2 5 8 11

活動件数 58 17 1 23 5 12 6 2 5 2 4

救助人員 34 19 1 20 4 10 4 2 4 2 4
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別図Ⅲ-５ 市町村別救助活動状況

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

出動件数 20 12 17 19 16 11 17 15 23 11 10 12

活動件数 14 11 12 15 14 8 10 11 16 8 7 9

救助人員 8 6 9 18 7 8 9 10 11 6 5 7
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5

10

15

20

25
別図Ⅲ-６ 月別救助活動状況
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Ⅳ １１９番着信概況         （平成２８年１月～１２月）  

１ 着信件数の概況  
   平成２８年中の１１９番通報の着信件数の概況は、総着信件数１４，３６

５件で昨年に比べ３８件（０．３％増）多くなっています。１ヶ月平均にす

ると約１，１９７件、１日平均では約３９件の着信となります。通報種別と

しては、救急が最も多く１０，２０６件（７１．０%）でした。火災は１８

０件（１．３%）、救助１０３件（０．７％）、警戒１５８件（１．１%）、

病院などに関する問い合わせ等８０８件（５．６%）、間違い７７８件 (５．

５%)、悪戯と思われるものが５２件（０．３%）、通報訓練等２，０８０件

（１４．５%）でした。               （別表Ⅳ－１参照） 
 
 ２ 月別の１１９番着信状況  

月別で着信件数の最も多かったのは７月の１，２９７件で、最も少なかっ

たのは４月の１，０３７件でした。救急通報で最も多かったのは１２月の９

４１件、最も少なかったのは４月と９月の７７１件で、月平均約８５１件で

した。火災通報で最も多かったのは１月の３６件、最も少なかったのは１１

月の４件で、月平均約１５件でした。         （別表Ⅳ－２参照） 
 

３ 電話種別による１１９番着信状況 

電話種別ごとに着信件数を見ますと、固定・ＩＰ電話は９，０６９件で

２８９件の減少、携帯電話は５，２９６件で３２７件の増加でした。固定・

ＩＰ電話からの通報の減少、携帯電話からの通報は増加傾向にあります。 

災害別に電話種別による通報状況を見ますと、火災、救助、警戒など衆

人に発見されやすいものについては携帯電話での通報比率が約６５％と高

く、救急など屋内での発生が多いものについては固定電話とＩＰ電話での

通報比率が約６４％と高くなっています。  （別表Ⅳ－３、Ⅳ－４参照） 

 

 ４ 携帯電話からの着信状況 

携帯電話からの１１９番通報は５，２９６件で、全着信件数の約３７％

でした。また、携帯電話からの問合せ、間違いなどの通報が多くみられます。 

管轄地区内からの１１９番通報を、隣県などの他の消防機関から転送受

信した件数は４０件で、逆に管轄地区以外からの１１９番通報を、他の消防

機関へ転送処理した件数は３７件ありました。（別表Ⅳ－５、Ⅳ－６参照） 

 

 ５ 時間帯別１１９番通報の着信状況 

   時間帯別に１１９番通報の着信比率を見ると、一般的な活動時間帯(午前

８時～午後９時台)では全体の約７９％で、睡眠時間帯（午後１０時～午前

７時台）では約２１％でした。           （別図Ⅳ－７参照） 
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別表Ⅳ－１  １１９番着信件数       
 

  

火災 救急 救助 警戒 問合せ 間違い 悪戯 訓練等 合計 

180  10,206  103  158  808  778  52  2,080  14,365  

 

 
 

別表Ⅳ－２  月別１１９番着信状況  
     

  火災 救急 救助 警戒 問合せ 間違い 悪戯 訓練等 合計 

１月 36  866  5  10  88  72  1  95  1,173  

２月 24  797  5  9  34  59  3  133  1,064  

３月 24  812  9  7  60  54  0  227  1,193  

４月 8  771  18  13  49  53  2  123  1,037  

５月 25  840  6  17  70  78  3  164  1,203  

６月 7  795  9  8  87  52  9  210  1,177  

７月 13  928  13  12  81  83  7  160  1,297  

８月 9  914  10  17  79  92  9  105  1,235  

９月 15  771  7  10  74  60  8  182  1,127  

１０月 10  878  6  23  59  56  2  251  1,285  

１１月 4  893  7  17  59  56  6  246  1,288  

１２月 5  941  8  15  68  63  2  184  1,286  

合計 180  10,206  103  158  808  778  52  2,080  14,365  

月平均 15.0  850.5  8.6  13.2  67.3  64.8  4.3  173.3  1,197.1  
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別表Ⅳ－３  電話種別による１１９番着信件数の推移 

  平成 24 年 平成 25 年 平成 26 年 平成 27 年 平成 28 年 

固定・ＩＰ電話 9,354  9,251  9,233  9,358 9,069 

携帯電話 4,004  4,611  4,425  4,969 5,296 

合計 13,358  13,862  13,658  14,327  14,365  

 

 
 
別表Ⅳ－４  電話種別による通報状況           

  火災 救急 救助 警戒 問合せ 間違い 悪戯 訓練等 合計 

固定・ＩＰ電話  68  6,548  29  58  262  309  12  1,783  9,069  

携帯電話 112  3,658  74  100  546  469  40  297  5,296  

合計 180  10,206  103  158  808  778  52  2,080  14,365  

 

 

火災     救急     救助     警戒    問合せ   間違い   悪戯    訓練等  
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別表Ⅳ－５  携帯電話からの着信状況 
    

西部消防圏域内の災害などの着信件数 
他の消防機関に転送をし

た件数 直接通報を受けた 

件数 

他の消防機関から 

転送受信した件数 
総着信件数 

5,256 40 5,296 37 

 

別表Ⅳ－６  携帯電話の消防機関別転送状況 
    

他の消防機関から転送を受信した件数 他の消防機関に転送した件数 

消防 火災 救急 その他 合計 消防 火災 救急 その他 合計 

松 江   14   14 松 江   16 1 17 

安 来   13 2 15 安 来   12   12 

雲 南       0 雲 南       0 

東 部   3 1 4 東 部   2   2 

中 部   5 1 6 中 部   5 1 6 

新 見   1   1 新 見       0 

真 庭       0 真 庭       0 

津 山       0 津 山       0 

備 北       0 備 北       0 

合 計 0 36 4 40 合 計 0 35 2 37 

 

別図Ⅳ―７  時間帯別着信状況 
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郵便番号

683-0853

683-0055

683-0003

683-0321

689-4201

684-0041

683-0101

689-3331

689-3136

689-4411

689-5211

消しまし ょ う
その火その時

その場所で
　平成２８年度全国統一防火標語

火災情報テレホンガイド　　０８５９－２２－０１１９

防火・救急に関するご相談・お問い合わせ

お気軽に最寄りの消防署へどうぞ

名      称   所      在      地  電  話  番  号 

消  防  局    米子市両三柳５４５２番地       ０８５９－３５－１９５１

米子消防署    米子市冨士見町一丁目１０３番地１       ０８５９－３９－０２５１

米子消防署皆生出張所    米子市皆生五丁目８番５号             ０８５９－３９－０２５３

米子消防署南部出張所    西伯郡南部町清水川３番地１         ０８５９－３９－６００３

米子消防署伯耆出張所    西伯郡伯耆町溝口２０番地４         ０８５９－３９－９００１

境港消防署    境港市中野町２１１６番地            ０８５９－４７－０１１９

境港消防署弓浜出張所    米子市大篠津町２９１３番地１      ０８５９－４８－２００５

大山消防署    西伯郡大山町末吉４０３番地２       ０８５９－３９－５００２

大山消防署中山出張所    西伯郡大山町長野８８０番地３     ０８５８－４９－３００１

江府消防署    日野郡江府町武庫１３９０番地３    ０８５９－７７－２００１

江府消防署生山出張所    日野郡日南町生山３４９番地１       ０８５９－７７－１００１

※本概況に関するお問い合わせは下記にお願いします。

　 平成２９年２月発行
火災・・・・・・・・・・・ 予防課予防係　 　　　０８５９－３５－１９５４

　 〒683－0853 米子市両三柳５４５２番地

救急・・・・・・・・・・・ 警防課救急室　　　　 ０８５９－３５－１９５８

　 鳥取県西部広域行政管理組合消防局
１１９番着信状況・・指令課指令係　　　　 ０８５９－３５－１９６０

　 TEL  ０８５９－３５－１９５１（代）

救助・・・・・・・・・・・ 警防課消防第一係　 ０８５９－３５－１９５９
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